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【 請 求 項 １ 】
デ バ ッ グ 回 路 の セ キ ュ リ テ ィ を 確 保 す る 方 法 で あ っ て 、
デ バ ッ グ 回 路 を イ ネ ー ブ ル の 状 態 に す る 工 程 と 、
第 １ 不 揮 発 性 素 子 に 書 き 込 み を 行 な っ て デ バ ッ グ 回 路 を デ ィ ス エ ー ブ ル に す る 工 程 と 、
第 １ 不 揮 発 性 素 子 に 書 き 込 み を 行 な っ た 後 に 第 ２ 不 揮 発 性 素 子 に 書 き 込 み を 行 な っ て 、 デ
バ ッ グ 回 路 を 再 イ ネ ー ブ ル す る 操 作 お よ び デ バ ッ グ 回 路 を 永 久 的 に デ ィ ス エ ー ブ ル に す る
操 作 の 内 の 一 つ を 実 行 す る 工 程 と 、
か ら な る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
第 １ 不 揮 発 性 素 子 に 書 き 込 み を 行 な っ た 後 で 、 か つ 第 ２ 不 揮 発 性 素 子 に 書 き 込 み を 行 な う
前 に 、 デ バ ッ グ 回 路 を 、 認 証 操 作 に 応 答 し て 選 択 的 に イ ネ ー ブ ル に す る こ と が で き る 請 求
項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】

【 請 求 項 ４ 】

第 １ 不 揮 発 性 素 子 は 第 １ フ ュ ー ズ を 含 み 、 そ し て 第 ２ 不 揮 発 性 素 子 は 第 ２ フ ュ ー ズ を 含 み
、 そ し て
第 １ 不 揮 発 性 素 子 に 対 す る 書 き 込 み で は 第 １ フ ュ ー ズ を 飛 ば し 、 そ し て
第 ２ 不 揮 発 性 素 子 に 対 す る 書 き 込 み で は 第 ２ フ ュ ー ズ を 飛 ば す 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。

デ バ ッ グ 回 路 の セ キ ュ リ テ ィ を 確 保 す る 方 法 で あ っ て 、
デ バ ッ グ 回 路 を 、 認 証 操 作 に 応 答 し て 選 択 的 に イ ネ ー ブ ル に す る こ と が で き る セ キ ュ ア デ
バ ッ グ 状 態 に す る 工 程 と 、
デ バ ッ グ 回 路 を 認 証 操 作 に 応 答 し て イ ネ ー ブ ル に す る 工 程 と 、
デ バ ッ グ 回 路 を 認 証 操 作 に 応 答 し て イ ネ ー ブ ル に し た 後 、 第 １ 不 揮 発 性 素 子 に 書 き 込 み を
行 な う 工 程 と 、
　 第 １ 不 揮 発 性 素 子 に 書 き 込 み を 行 な っ た 後 に 第 ２ 不 揮 発 性 素 子 に 書 き 込 み を 行 な い 、 第
２ 不 揮 発 性 素 子 に 書 き 込 み を 行 な っ た 後 、 デ バ ッ グ 回 路 は 再 び イ ネ ー ブ ル セ キ ュ ア デ バ ッ



【 請 求 項 ５ 】
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グ 状 態 に な り 、 同 再 び イ ネ ー ブ ル セ キ ュ ア デ バ ッ グ 状 態 で は 、 デ バ ッ グ 回 路 を 認 証 操 作 に
応 答 し て 選 択 的 に イ ネ ー ブ ル に す る こ と が で き る 、 方 法 。

デ バ ッ グ 回 路 と 、
第 １ 不 揮 発 性 素 子 と 、
第 ２ 不 揮 発 性 素 子 と 、
第 １ 不 揮 発 性 素 子 及 び 第 ２ 不 揮 発 性 素 子 に 基 づ い て 、 デ バ ッ グ イ ネ ー ブ ル 表 示 子 を デ バ ッ
グ 回 路 に 供 給 す る デ バ ッ グ イ ネ ー ブ ル 回 路 と 、
を 備 え 、
第 １ 不 揮 発 性 素 子 は 、 デ バ ッ グ 回 路 が 、 認 証 操 作 に 応 答 し て 選 択 的 に イ ネ ー ブ ル に す る こ
と が で き る セ キ ュ ア デ バ ッ グ 状 態 に あ る か ど う か を 示 し 、
第 ２ 不 揮 発 性 素 子 は 、 第 １ 不 揮 発 性 素 子 に よ る 設 定 を 無 効 に す べ き か ど う か を 示 す 、 集 積
回 路 。
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